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IV 研究施設の活動状況 
【実験動物研究施設】 

１．	
 実験動物研究施設利用課題 
括弧内前年度 

医薬保健研究域医学系（基礎） 32 (34) 
医薬保健研究域医学系（臨床・病院） 152 (144) 
医薬保健研究域薬学系 20 (24) 
医薬保健研究域保健学系 12 (10) 
脳・肝インターフェースメディシン研究センター 16 (14) 
医薬保健研究域（寄附講座） 2 (-) 
理工研究域 2 (1) 
がん進展制御研究所 21 (23) 
学際科学実験センター 21 (19) 
子どものこころの発達研究センター 6 (7) 
環日本海域研究センター 0 (0) 
保健管理センター 2 (2) 

合計 286 (278) 

２．	
 動物実験計画数（動物実験委員会による承認件数） 
申請381件中，実験動物研究施設を利用する承認計画289件 

（参考：実験動物研究施設を使用しない承認計画57件） 

３．	
 利用登録者 
３－１ 部局別登録者（施設の技術職員・外注職員を含まず） 

括弧内前年度 
 登録者人数 実入館者数 
医薬保健研究域医学系（基礎） 99 (91) 80 (71) 
医薬保健研究域医学系（臨床・病院） 289 (267) 216 (187) 
医薬保健研究域薬学系 119 (112) 58 (51) 
医薬保健研究域保健学系 45 (43) 30 (29) 
脳・肝インターフェースメディシン研究センター 16 (16) 16 (16) 
医薬保健研究域（寄附講座） 5 (-) 1 (-) 
がん進展制御研究所 91 (76) 90 (69) 
学際科学実験センター 16 (19) 13 (16) 
環日本海域研究センター 4 (0) 2 (0) 
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子どものこころの発達研究センター 16 (7) 9 (6) 
保健管理センター 1 (1) 0 (1) 
理工研究域 6 (7) 6 (7) 
その他（実習生･研修生等） 2 (2) 2 (1) 

合計 709 (641) 523 (454) 

 

３－２ 登録者内訳（施設の技術職員・外注職員を含まず） 

括弧内前年度 

 登録者人数 実入館者数 備考 
教員 196 (177) 129 (113)  
医員 78 (70) 66 (59)  
その他の研究者 59 (56) 55 (36) ポスドク，研究生他 
大学院生 209 (173) 166 (135) 博士課程115，修士課程51 
学部生 114 (118) 78 (72)  
技術職員（含非常勤） 53 (47) 48 (39) 技術職員9，実験補助39 

合計 709 (641) 542 (454)  

４．	
 入館者数 
４－１ 部局別延べ入館者（平成 25年 4月～26年 3月） 

（施設の技術職員・外注職員を含まず） 
 宝町（本館） 角間分室 
医薬保健研究域医学系（基礎） 7,823 13 
医薬保健研究域医学系（臨床・病院） 11,919 62 
医薬保健研究域薬学系 2,505 737 
医薬保健研究域保健学系 531 0 
脳・肝インターフェースメディシン研究センター 2,270 0 
医薬保健研究域（寄附講座） 7 0 
がん進展制御研究所 1,864 8,793 
学際科学実験センター 4,323 718 
環日本海域研究センター 10 0 
子どものこころの発達研究センター 2,172 0 
保健管理センター 0 0 
理工研究域 69 170 
その他（実習・研修等） 15 0 

合計 33,508 10,493 
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４－２ 月別延べ入館者数（平成 25 年 4 月～26 年 3月，括弧内：一日平均） 
（施設の技術職員・外注職員を含まず） 

 宝町本館 同左・前年度 角間分室 同左・前年度 
4月 2,526 (84) 2,513 (77) 875 (29) 733 (24) 
5月 2,775 (90) 2,475 (80) 885 (29) 828 (27) 
6月 2,972 (99) 2,799 (93) 871 (29) 837 (28) 
7月 3,358 (108) 2,951 (95) 1,020 (33) 830 (27) 
8月 2,870 (93) 2,621 (85) 818 (26) 813 (26) 
9月 2,875 (96) 2,639 (88) 860 (29) 807 (27) 
10月 3,219 (104) 2,957 (95) 909 (29) 944 (30) 
11月 2,817 (94) 2,894 (96) 840 (28) 878 (29) 
12月 2,638 (85) 2,586 (83) 874 (28) 754 (24) 
1月 2,472 (80) 2,522 (81) 811 (26) 753 (24) 
2月 2,505 (89) 2,515 (90) 800 (29) 705 (25) 
3月 2,481 (80) 2,509 (81) 930 (30) 759 (24) 
合計 33,508 (92) 31,981 (88) 10,493 (29) 9,640 (26) 
平日 28,082 (117) 26,916 (111) 9,005 (37) 8,381 (35) 
休日 5,426 (44) 5,065 (41) 1,488 (12) 1,259 (10) 

５．	
 利用講習開催 
9 回開催（春期 5回 157名，臨時 4回 126名），合計受講者数 283 名 

開催日：（春期）4月8日(月)1，4月10日(水)2，4月13日(土)1，4月23日(火)1，5月2日(木)2 
（臨時）6月29日(土)3，8月28日(水)3，11月14日(木)4，1月24日(金)3 

会 場： 1医学類教育棟第2講義室，2自然科学本館108講義室，3アイソトープ総合研究施設会議室， 
4医学類Ｇ棟第4講義室 

６．	
 受託サービス（胚操作関係） 
マウス受精卵の凍結保存： 24系統（前年度4系統） 
受精卵移植による感染マウスのクリーニング： 12系統（前年度8系統） 
体外受精によるマウスの作成： 1系統（前年度2系統） 
凍結受精卵からのマウス作成： 5系統（前年度6系統） 
精子凍結： 2系統（前年度0系統） 

７．	
 機器利用状況 
Ｘ線照射装置 260回（前年度158回）， Ｘ線撮影装置 14 回（前年度14回） 
セルソーター 57回（総稼働時間 48時間； 利用講座数 3研究室） 

（前年度：97回，総稼働時間 263時間，利用講座数 8研究室） 
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８．	
 月別一日平均収容ケージ数 
 

 マウス マウス 
角間分室 

ラット ハムスター モルモット ウサギ イヌ ブタ サル ﾌｪﾚｯﾄ ｳｼｶﾞｴﾙ 

4月 6,205 2,012 253 5 3 82 14 2 3 - 1 

5月 6,187 1,959 264 5 2 83 12 1 3 - 1 

6月 6,404 1,990 250 5 1 100 17 2 0 - 0 

7月 6,524 1,990 309 2 2 78 16 2 0 3 - 

8月 6,496 1,956 330 0 3 60 15 3 0 7 - 

9月 6,557 1,973 330 0 3 66 15 1 0 7 - 

10月 6,661 2,001 321 0 4 67 14 2 0 6 - 

11月 6,586 1,973 268 0 3 61 15 2 2 4 - 

12月 6,580 2,015 213 0 6 65 15 3 5 11 - 

1月 6,533 1,983 168 0 8 80 14 2 5 7 - 

2月 6,638 2,022 145 0 10 86 16 4 1 10 - 

3月 6,736 2,011 171 0 8 77 15 3 4 8 - 

年平均 6,509 1,990 252 1 4 75 15 2 2 5 - 

前年度 
年平均 

6,133 1,874 281 4 9 75 14 2 2 - - 

前年比 1.06 1.06 0.90 0.25 0.44 1.0 1.07 1.0 1.0 - - 

最大収容
ケージ数 

8,781 2,466 400 - 80 120 20 7 20 - - 

年平均 
(最大月) 
収容率 

74%  
(77) 

81%  
(82) 

63% 
(83) - 5% 

(13) 
63% 
(83) 

75% 
(85) 

29% 
(57) 

10% 
(25) - - 

括弧内収容率は最大月平均収容率 

 ※個別ケージ飼育のウザギ・イヌ・ネコ・ブタ・サルは実飼育匹数より算定， 
ウシガエル水槽は専用 1槽，魚類兼用 2槽（飼養許可数 100匹） 

※1 ケージ当たり標準収容数：マウス(5)，ラット(3)，ハムスター(3)，モルモット(4) 
注）マウス最大収容数は，追加設置棚を含み，検疫室・Ｐ２動物室を含まず 
 イヌ・ブタ・サル・ウサギは 2013 年秋に飼育ケージの改修・移設を行い，ケージの大型
化に伴い，収容数を変更した（表記は改修前の数値）。 
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９．	
 月別入舎匹数（購入・譲り受け） 
 

 
マウス 
宝町 

マウス 
角間分室 ラット ハムスター モルモット ウサギ イヌ ブタ サル ﾌｪﾚｯﾄ ｳｼｶﾞｴﾙ 

4月 1,009 443 208 0 4 0 2 2 0 0 10 

5月 780 280 220 0 0 43 8 4 0 0 7 

6月 1,094 409 207 0 3 7 2 3 0 0 114 

7月 1,082 510 475 0 12 5 3 5 0 6 0 

8月 704 325 171 0 0 14 8 2 0 6 0 

9月 970 389 250 0 0 11 7 1 0 6 0 

10月 1,219 514 176 0 12 16 1 3 0 0 0 

11月 1,038 294 165 0 8 0 2 3 5 0 0 

12月 673 417 147 0 25 31 5 2 0 12 0 

1月 930 534 99 0 20 10 5 5 0 6 0 

2月 1,265 478 148 0 22 24 2 7 0 0 0 

3月 677 568 41 0 0 0 2 5 5 0 0 

合 計 
11,441 
22,653 

5,161 
7,892 

2,307 
115 

0 
28 

106 161 47 42 10 36 131 

前年度
合 計 

10,012 
25,120 

4,614 
7,448 

2,171 
50 

1 
51 

51 241 43 58 3 − 133 

月平均 
953 

1,888 
430 
658 

192 
10 

0 
2 

9 13 4 4 1 3 11 

前年比 
1.14 
0.90 

1.12 
1.06 

1.06 
2.30 

- 
0.55 

2.08 0.67 1.09 0.72 3.33 − 0.98 

（上下 2段表示は，上段：購入・譲受，下段：自家繁殖） 
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【遺伝子研究施設】 

１．	
 平成 25年度利用者数（受託解析を含む） 
 利用研究室数 利用者数 
医薬保健研究域医学系 20 30 
医薬保健研究域薬学系 4 4 
医薬保健研究域保健学系 5 10 
医薬保健研究域医学系・附属病院 2 16 
理工研究域自然システム学系 16 41 
理工研究域電子情報学系 1 1 
理工研究域物質化学系 5 6 
理工研究域環境デザイン学系 2 4 
学際科学実験センター 1 1 
がん進展制御研究所 1 3 
環日本海域環境研究センター 1 1 
子どものこころの発達研究センター 2 2 
理工研究域バイオ AFM先端研究センター 2 2 
㈱フローラ 2 2 
日本女子大 1 1 
学外他大学 5 5 

合計 70 129 

２．	
 各受託解析利用者 
２－１ シークエンス受託解析 担当者：森 美紀 
キャピラリーシーケンサーABI3130xl を用いて，シークエンスの受託解析を行なっている。利

用者から反応精製済みのサンプルを受領後，本施設にてホルムアミドに溶解し，ABI3130xl を用
いて解析を行なっている。 
解析結果が好ましくない場合には，利用者の波形データや反応条件等のチェックによるトラブ

ルシューティングを行なっている。 
 
受託シークエンス利用者 
学内 
所属 研究代表者 

医薬保健研究域医学系 中田 光俊 
前田 進太郎 

医薬保健研究域保健学系 河原 栄 
藤田 信一 

理工研究域自然システム学系 

金森 正明 
木矢 剛智 
坂本 敏夫 
髙畑 佳史 
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都野 展子 
程 肇 
東 浩 
山口 正晃 
山田 敏弘 

理工研究域電子情報学系 山田 洋一 

理工研究域物質化学系 
片岡 邦重 
瀬尾 悌介 
牧 輝弥 

理工研究域環境デザイン学系 池本 良子 
本多 了 

学際科学実験センター 浅野 雅秀 
子どものこころの発達研究センター 小泉 惠太 
環日本海環境研究センター 関口 俊男 

 
学外 
所属 研究代表者 
㈱フローラ 加藤 智朗 

 

解析サンプル数（受託シークエンス） 

 利用研究室数 利用者数 サンプル数 
医薬保健研究域医学系 2 3 288 
医薬保健研究域保健学系 2 5 308 
理工研究域自然システム学系 9 32 2,454 
理工研究域電子情報学系 1 1 90 
理工研究域物質化学系 3 4 550 
理工研究域環境デザイン学系 2 4 264 
学際科学実験センター 1 1 6 
子どものこころの発達研究センター 1 1 42 
環日本海環境研究センター 1 2 135 
㈱フローラ 1 1 420 

合計 23 54 4,557 

２－２ 質量分析受託解析（タンパク質，ペプチド，化合物同定） 
 担当者：浅野智哉，富樫真紀 

質量分析計，4800 plus MALDI TOF/TOFアナライザー(ABSciex)を用いて，タンパク質等の
同定を行なっている。 
利用者から調製タンパク質を受領後，本施設の職員がトリプシンで消化・精製し，質量分析計

でMS/MS 解析を行い，タンパク質を同定している。また，翻訳後修飾の同定やペプチドーム解
析には nano-LCを組み合わせた LC-MALDIの解析を行っている。必要に応じて，タンパク質や
翻訳後修飾様式のデータベース化等の作成支援も行っている。また，二次元電気泳動(DIGE)によ
るタンパク質の網羅的な発現解析も受託を行っている。24 年度から iTRAQを用いたプロテオー
ム解析の受託解析も開始した。 
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化合物同定は，適切なマトリックスの選別，条件検討を行った後にMS，MSMS 解析を行って
いる。 
受託解析に際し，利用者と事前に打合せを行い，必要に応じて実験デザインやサンプルの調製

法について指導を行なっている。また，解析結果について利用者と共に考察しながら，実験系の
改善に努めている。 

質量分析解析数 
解析内容 所属 解析数 

タンパク質同定 

理工研究域バイオ AFM先端研究センター 14 
医薬保健研究域医学系 77 
医薬保健研究域薬学系 24 
理工研究域自然システム学系 26 
理工研究域物質化学系 116 
金沢大学・がん進展制御研究所 48 
学外 3,092 

化合物同定 (MS,MSMS) 
医薬保健研究域薬学系 5 
理工研究域自然システム学系 20 

nano-LC 

理工研究域バイオ AFM先端研究センター 1 
理工研究域自然システム学系 1 
医薬保健研究域医学系 13 
学外 2 

2D-DIGE (Ettan DIGE) 
理工研究域物質化学系 35 
医薬保健研究域医学系 2 
学外 2 

 合計 3,478 

質量分析利用研究室数 
所属 研究室 
理工研究域バイオ AFM先端研究センター 2 
医薬保健研究域医学系 7 
医薬保健研究域薬学系 3 
理工研究域自然システム学系 5 
理工研究域物質化学系 1 
金沢大学・がん進展制御研究所 1 
学外 5 

合計 24 

２－３ マイクロアレイ受託解析 担当者：西内 巧，堀家 慎一 
アジレント社のマイクロアレイを用いて，同社のアレイスキャナー等の純正システムを用いて

データを取得している。 
利用者から RNA サンプルを受領後，本施設の教職員がバイオアナライザによる品質評価，ラ

ベル化・ハイブリ・スキャンニングを行い，さらに解析ソフト(GeneSpring)を用いたデータマイ
ニングまで一貫した研究支援を行なっている。 
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受託解析に際し，利用者とアレイの実験デザインについて事前打合せを行い，実験結果につい
ては解析ソフトを操作しながら，利用者のニーズに応じたデータマイニングを行なっている。論
文化の際には，GEO へのデータベース登録の代行作業も行なっている。 

解析アレイ数 
所属 アレイ数 
医薬保健研究域医学系 20 
がん進展制御研究所 20 
京都大学 20 
㈱フローラ 12 
学外他 56 

合計 128 

マイクロアレイ利用研究室数 
所属 研究室 
医薬保健研究域医学系 2 
金沢大学・がん進展制御研究所 3 
京都大学 1 
㈱フローラ 1 
学外 3 

合計 10 

３．	
 施設利用者（受託解析の利用者を除く） 
1 階感染動物実験室，ナノドロップ，超遠心機 ，Typhoon9400，リアルタイム定量 PCR， 
Image Quaut LAS500，バイオアナライザー	
 

部局 研究代表者 

医薬保健研究域・医学系 

畢 袖晴  
山下 太郎 
飯田 宗穂 
所 正治  
堀 修 
村松 正道 
中尾 眞二 
岡崎 彰仁 
山岸 正和 

医薬保健研究域・保健学系 
須釜 淳子  
中谷 壽男 
田中 正二  

医薬保健研究域・医学系 附属病院 
澤本 一樹 
濱口 儒人 

医薬保健研究域薬学系 加藤 将夫 

理工研究域 自然システム学類 
東 浩 
小藤 累美子 
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理工研究域 物質化学系 長谷川 浩 
子どものこころの発達研究センター 小泉 恵太 
㈱フローラ 加藤 智朗 
日本女子大 片山 なつ 

利用者数 
部局 利用研究室数 利用者数 
医薬保健研究域医学系 11 20 
医薬保健研究域・医学系 附属病院 2 16 
医薬保健研究域保健学系 3 5 
医薬保健研究域薬学系 1 1 
理工研究域自然システム学系 2 4 
理工研究域物質化学系 1 1 
子どものこころの発達研究センター 1 1 
日本女子大 1 1 
㈱フローラ 1 1 

合計 23 50 

４．	
 講習会，実習 

講習会 
年月日 内容 参加人数 担当 

平成25年5月22, 23日 第 13 回質量分析講習会(タンパク質同定:LC-MALDI) 8 浅野・富樫 

平成25年5月29日 マイクロアレイ解析ソフト(GeneSpring)
ハンズオントレーニング 12 西内 

平成25年5月29日 マイクロアレイ解析ソフト(GeneSpring
及び IPA)ランチョンセミナー 22 西内 

平成25年6月5-6日 第 14 回質量分析講習会(タンパク質同
定:LC-MALDI) 7 浅野・富樫 

平成25年12月24, 25日 マイクロアレイ解析(個別対応) 2 西内 

平成26年1月22日 マイクロアレイ解析ソフト(IPA)ハンズ
オントレーニング 18 西内 

平成26年2月24日 バイオインフォマティクスセミナー 
トランスクリプトームデータ解析 52 西山 

平成26年3月5-6日 マイクロアレイ解析(トレーニング） 7 西内 
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【アイソトープ総合研究施設・アイソトープ理工系研究施設】 

１．	
 利用状況 
１－１ 平成 25年度登録従事者人数 

アイソトープ総合研究施設 
 職員 

（研究員等含） 
大学院生 
研究生等 学域生 合計 

医薬保健研究域医学系 (基礎) 38 19 - 57 
医薬保健研究域医学系(臨床・病院) 78 53 8 139 
医薬保健研究域薬学系 22 31 39 92 
医薬保健研究域保健学系 28 17 11 56 
がん進展制御研究所 16 3 - 19 
学際科学実験センター 19 4 6 29 
脳・肝インターフェースメディシン
研究センター 7 3 - 10 

子どものこころの発達研究センター 6 4 - 10 
理工研究域物質化学系 3 3 - 6 
理工研究域自然システム学系 1 1 - 2 
理工研究域機械工学系 1 - - 1 
保健管理センター 1 - - 1 
     
薬学類学生実習 - - 73 73 
保健学類放射線学生実習 - - 40 40 
保健学類検査学生実習 - - 37 37 

合計 220 138 214 572 

アイソトープ理工系研究施設 

 職員 
（研究員等含） 

大学院生 
研究生等 学域生 合計 

理学部 - - 1 1 
理工学域数物科学類 - - 6 6 
理工学域物質化学類 - - 47 47 
理工学域自然システム学類 - - 5 5 
医薬保健学域薬学類 - - 14 14 
医薬保健学域創薬科学類 - - 18 18 
大学院自然科学研究科 - 55 - 55 
大学院医学系研究科 - 1 - 1 
大学院医薬保健学総合研究科 5 23 - 28 
人間社会研究域人間科学系 3 - - 3 
理工研究域数物科学系 7 - - 7 
理工研究域物質化学系 10 - - 10 
理工研究域自然システム学系 11 - - 11 
理工研究域環境デザイン学系 1 - - 1 
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理工研究域機械工学系 3 - - 3 
医薬保健研究域薬学系 9 - - 9 
医薬保健研究域保健学系 1 - - 1 
環日本海域環境研究センター 10 - - 10 
がん進展制御研究所 3 - - 3 
保健管理センター 1 - - 1 
学際科学実験センター 4 - - 4 

合計 68 79 91 238 

１-２ 施設利用研究テーマ 

アイソトープ総合研究施設 
部  局 講 座 等 研究申請者 研 究 題 目 

医薬保健
研究域 
医学系 

組織発達構築学 井関 尚一 マウスにおける遺伝子発現 

機能解剖学 堀 紀代美 末梢動脈疾患モデルラットにおける痛覚過敏
のメカニズムの解析 

神経分子標的学 堀 修 小胞体ストレス関連遺伝子の機能解析 
血管分子生理学 岡本 安雄 心血管系における細胞内情報伝達機構の解析 

血管分子生物学 山本 博 放射線アイソトープを用いた血管機能調節・障
害，神経機能，がん浸潤転移に関する研究 

分子情報薬理学 
吉本 谷博 生理的，病理的環境下における酸化 
小川 和宏 遺伝子発現の解析 

細菌感染症制御学 大谷 郁 ウェルシュ菌の病原因子発現調節機構の解析 

寄生虫感染症制御学 所 正治 腸管寄生原虫における含流アミノ酸代謝経路
の解析 

環境生体分子応答学 
西條 清史 部位特異的又はストレス応答情報伝達に関連

した遺伝子の解析 
谷井 秀治 野菜由来ニトリルの生物活性 

環境生態医学・公衆衛
生学 人見 嘉哲 ビタミン C生合成能欠損マウスを用いた抗酸

化機能の研究 
再生分子医学 小出 寛 幹細胞の未分化性維持機構の解析 
脳情報分子学 郡山 恵樹 サカナ視神経損傷と再生 

教育研究支援センター 原田 真市 線虫 C.elegans 神経系に関与する遺伝子のプ
ロテオーム解析 

医薬保健
研究域 
医学系 
附属病院 

がん遺伝子治療学 
恒常性制御学 
血液情報統御学 

水腰英四郎 

マウスの肝化学発癌モデル 
Ｃ型肝炎ウィルスとアポートシス 
Ｂ型肝炎ウィルスとアポートシス，サイトカイン 
肝発癌におけるｐ53 の意義 
肝細胞癌に対する遺伝子治療の基礎的検討 
コラーゲン遺伝子の転写調節 
Ｃ型肝炎ウィルスのインターフェロン反応性 
初代培養肝細胞制御 

御簾 博文 糖尿病関連へパトカインに関する研究 

古市 賢吾 実験腎炎，各種サイトカイン，ケモカイン発現
の検討 

酒井 佳夫 免疫担当細胞の遺伝子発現と機能の解明 
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部  局 講 座 等 研究申請者 研 究 題 目 

臓器機能制御学 
川尻 剛照 脂質代謝異常症のコレステロール引き抜き能

に関する研究 
武田 仁勇 ミネラロコルチコイド高血圧症の成因に関す

る研究 
細胞移植学 
輸血部 高見 昭良 自己免疫性造血障害における標的抗原の同定

及び免疫学機序の解析 
脳老化・神経病態学 岩佐 和夫 重症筋無力症および筋無力症候群における抗

体測定 

脳情報病態学 
橋本 隆紀 ヒト死後脳および遺伝子改変マウスを用いた

統合失調症の病態生理の研究 
戸田 重誠 酸化ストレスを介した慢性コカインがラット

脳側坐核の神経可塑性に与える影響 
血管発生発達病態学 杉本 直俊 マウス骨髄移植モデルにおける移植片対宿主

病と移植片対腫瘍効果 
がん局所制御学 井口 雅史 胚性幹細胞研究に基づく癌幹細胞癌増殖機構

の解明 
血管新生・結合組織代
謝学 濱口 儒人 膠原病患者の自己抗体（抗核抗体）の同定 

感覚運動病態学 遠藤 一平 
NO 口腔癌における選択的頸部郭清術とセン
チネルリンパ節ナビゲーション手術の無作為
化比較試験 

分子移植学 高倉 正博 婦人科癌における癌幹細胞の同定とそれを標
的とした治療の確立 

バイオトレーサ診療
学 

滝 淳一 虚血心筋，心不全における心筋生存性とリモデ
リングにおける核医学的評価に関する研究 

絹谷 清剛 放射性医薬品による癌診断法，治療法の開発 

手術部 伊藤 博徳 重症筋無力症ラットにおけるスガマデックス
の作用 

薬剤部 崔 吉道 薬物動態の個人内および個人間変動要因の解明 

医薬保健
研究域 
保健学系 

看護学 中谷 壽男 蛋白質栄養不良卵巣切除マウス皮膚創傷治癒
への 17βエストラジオール経皮投与の効果 

検査技術科学 

北村敬一郎 魚類のウロコモデルを骨モデルにした骨代謝の研究 
河原 栄 癌細胞の遊走に関する研究 
馬渡 一浩 生体試料中の微量成分の定量 
關谷 暁子 先天性血液凝固異常症の病態解析 
稲津 明広 高比重リポ蛋白の機能解析 
桜井 博 熱ショック応答の調節機構に関する研究 

理学療法学 田中 正二 骨格筋の機能回復に関する基礎的研究 

放射線技術科学 
天野 良平 各種 RI の医学・生物学への応用 
川井 惠一 放射性医薬品の開発と評価 

医薬保健
研究域 
薬学系 

臨床分析学 小川 数馬 新規分子イメージング剤，内用放射線治療薬剤
の開発とその評価 

薬物学 宝田 剛志 脳内グルタミン輸送系に関する研究 

薬物動態学 中西 猛夫 薬物の体内動態に及ぼすトランスポーターの
影響とその評価/予測に関する研究 

分子薬物治療学 加藤 将夫 生体内薬物挙動の分子機構と定量化に基づく
薬物治療の最適化 

遺伝情報制御学 若杉 光生 遺伝情報維持機構の分子メカニズムに関する
解析 

生物有機化学 山田 耕平 ラベル化タンパク質の検出 
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部  局 講 座 等 研究申請者 研 究 題 目 

臨床薬物情報学 
石﨑 純子 薬物の適正使用のための薬物体内動態に関す

る研究 
荒井 國三 癌性疼痛モデルラットにおけるモルヒネの

PK-PD パラメーターの決定 

脳・肝インターフェース 
メディシン研究センター 

井上 啓 中枢神経インスリン作用の末梢臓器糖代謝調
節における役割の解明 

太田 嗣人 肝臓の糖質代謝に関する研究 

がん進展制
御研究所 

腫瘍分子生物学 高橋 智聡 RB がん抑制遺伝子の新規機能 

免疫炎症制御 今村 龍 細胞死と炎症の分子機構とその制御機構に関
する研究 

遺伝子・染色体構築 田所 優子 幹細胞の未分化性維持機構の解明 

腫瘍制御 源 利成 消化器がんと呼吸器がんの腫瘍外科学および
分子腫瘍学的研究 

理工研究域 
物質化学系放射化学 横山 明彦 

天然環境試料の放射能測定 
環境中放射性核種の同定および定量 

機械工学系 松村 健太 より少ない本数による毛髪コルチゾール濃度
測定法の確立に関する研究 

子どものこころの発達研究センター 東田 陽博 イオンチャンネル・神経伝達物資受容体等の遺
伝子クローニングと神経機能調節機構の解明 

学際科学 
実験セン
ター 

遺伝子改変動物分野 橋本 憲佳 遺伝子改変動物の作出と解析 

ゲノム機能解析分野 
西内 巧 植物の病害抵抗性遺伝子の機能解析 

堀家 慎一 ヒト染色体工学を用いた遺伝子発現制御機構
の解析 

トレーサー情報解析
分野 北村 陽二 施設の管理運営および新規放射性医薬品の開

発研究 

アイソトープ理工系研究施設 
部局 講座等 研究申請者 研究題目 

人間社会研
究域 
人間科学系 

技術教育 佐々木敏彦 機械部品のＸ線残留応力測定に関する研究 

理工研究域 
数物科学系 物理コース 

藤下 豪司 
低温 X線による測定 
Ｘ線・中性子線による固体物性の研究 

米徳 大輔 人工衛星搭載用半導体ガンマ線検出器の放射
線損傷 

鎌田 啓一 大強度相対論的電子ビームとプラズマ金属タ
ーゲットとの相互作用 

安藤 利得 大強度相対論的電子ビームを用いる物理 

理工研究域 
物質化学系 

化学コース 

横山 明彦 

超重元素の核化学的研究及び福島由来の放射
能汚染の研究 
放射性核種を用いた物性研究 
アクチノイドのコンクリートへの浸透（核燃料
物質関係） 

永谷 広久 全反射 X 線吸収分光法による液液界面吸着分
子の構造解析 

林 宜仁 環状バナデート錯体の XAFS 測定 
古館 英樹 二核鉄錯体による酵素分子活性化 

応用化学コース 長谷川 浩 自然水中における微量元素のスペシエーションと循環に関する研究 
理工研究域  小藤累美子 陸上植物の遺伝的進化の解析 
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部局 講座等 研究申請者 研究題目 
自然システ
ム学系 

生物コース 坂本 敏夫 陸棲ラン藻の環境適応の分子機構 
福森 義宏 生物の環境応答 
Richard 
Wong 

核膜孔複合体構成因子ヌクレオポリンと関連
因子の機能解析 

地球コース 
奥野 正幸 Ｘ線回折法による無機結晶及び非晶質物質の

構造科学的研究 
遠藤 徳孝 砂岩試料における，宇宙線由来核種の質量分析 

理工研究域 
環境デザイ
ン学系 

環境工学 大橋 政司 ウラン系重い電子系物質の量子相転移 

理工研究域 
機械工学系 

機械システムコース 岩井 智昭 ゴムの摩耗機構の解明 

人間機械コース 石川 和宏 水素透過複相Ｎｂ-ＴｉＮｉ合金の水素中での
構造変化 

医薬保健研
究域 
薬学系 

薬物動態 玉井 郁巳 

トランスポーターを介した尿酸の体内動態解析 
薬物の体内および細胞内分布におけるトラン
スポーターの役割 
トランスポーターを標的とした新しいガン治
療法の開発 
薬物の消化管吸収および相互作用評価法の提唱 

薬物代謝化学 中島 美紀 薬物代謝酵素の発現調節に関する研究 
生体防御応答学 中西 義信 食細胞による要除去細胞貧困食に関する研究 

分子薬物治療学 加藤 将夫 生体内薬物挙動の分子機構と定量化に基づく
薬物治療の最適化 

医薬保健研
究域 
保健学系 

先端医療技術学 天野 良平 アクチノイド元素の核医学治療応用のための
基礎的検討 

医薬保健 
総合研究科 環境健康科学 太田 富久 放射性Ｃｓの除去方法の研究 
保健管理 
センター 運動生化学 北浦  孝 骨と筋肉組織に及ぼす薬物の影響に関する解析 

がん進展制
御研究所 

免疫炎症制御 木下 健 細胞死と炎症の分子機構及びその制御に関す
る研究 

中央実験施設 
久野 耕嗣 ADAMTS ファミリー遺伝子群の機能解析 
黒木 和之 Ｂ型肝炎ウイルスの分子生物学 

環日本海域
環境研究 
センター 

低レベル放射能実験
施設 山本 政儀 環境放射能を利用した環境動態の解明 

自然計測部門 長谷部徳子 地球表層環境変動の研究 
臨界実験施設 鈴木 信雄 骨モデル(魚ウロコ)に対する重粒子線の影響 

１-３ 放射性同位元素受入・使用・保管・廃棄状況 
アイソトープ総合研究施設 
使用・保管量 

核 種 期首在庫量* 受入量 払出量 期末在庫量** 単位 
Cd-109 98.6 0 41.5 57.1 kBq 
In-111 0 444.0 427.8 16.2 MBq 
I-123 0 3108.0 3108.0 0 MBq 
I-125 176.5 2257.9 1719.7 714.7 MBq 
I-131 0 40.0 38.1 1.9 MBq 
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Cs-137 0 18.5 4.9 13.6 MBq 
C-14 267.2 38.9 84.9 221.2 MBq 
At-211 0 3.5 3.5 0 MBq 
Ra-223 0 60.0 60.0 0 kBq 
Ac-225 0 100.0 100.0 0 kBq 
Ac-227 16.3 0 0.5 15.8 kBq 
Pa-231 367.9 0 0 367.9 kBq 
Np-237 5.18 0 0 5.18 kBq 
Am-241 908.9 0 1.5 907.4 kBq 
H-3 759.5 444.2 450.5 753.2 MBq 
P-32 0 324.5 324.5 0 MBq 
S-35 185.1 1295.0 1366.1 114.0 MBq 
Ｃa-45 0 37.0 27.7 9.3 MBq 
Cr-51 65.1 1110.0 1118.9 56.2 MBq 
Fe-55 32.1 0 7.2 24.9 MBq 
Zn-65 1.6 0 1.0 0.6 MBq 
Ga-67 0.7 740.0 737.1 3.6 MBq 
Ge-68 92.3 740.0 593.4 238.9 kBq 
Mo-99 0 19.43 19.43 0 GBq 
Ｔc-99m 0 10.88 10.88 0 GBq 
Mn-54 1000.0 0 576.3 423.7 kBq 
Ga-68 0 370.0 370.0 0 kBq 
Br-77 0 301.7 301.7 0 MBq 
Sr-85 0 18.5 14.2 4.3 MBq 
*平成 25 年 4 月 1 日現在の数量 
**平成 26 年 3 月 31 日現在の数量 

RI 廃棄物引渡し量（平成 25 年 6 月 11 日引渡し） 
廃棄物の種類 容量（L）・規格 引渡し量 

動物 50L・ドラム缶 6 本 
無機液体 25L・ドラム缶入りポリビン 6 本 
可燃物 50L・ドラム缶 10 本 
難燃物 50L・ドラム缶 54 本 
不燃物 50L・ドラム缶 5 本 
有機液体 25L・ドラム缶入りステンレス容器 3 本 
焼却型へパフィルタ  1134L 
焼却型プレフィルタ  74L 

  

アイソトープ理工系研究施設 
使用・保管量 
  核種 期首在庫量* 受入量 払出量 期末在庫量** 単位 

Ag-110m 4.161 0.000 2.633 1.528 kBq 
Ag-110 0.000 110,000.000 110,000.000 0.000 kBq 
In-111 3,103.775 518,000.000 521,092.288 11.487 kBq 
Cs-137 12.733 3,700.000 228.097 3,484.636 kBq 
Ce-139 0.000 3.900 1.199 2.701 kBq 
Pm-143 0.025 0.000 0.015 0.010 kBq 
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Eu-145 0.000 27.000 27.000 0.000 kBq 
C-14 245,445.562 5,550.000 11,383.219 239,612.343 kBq 

Eu-152 2,737.547 0.000 139.794 2,597.753 kBq 
Eu-154 10,401.554 0.000 813.127 9,588.427 kBq 
Hf-175 373.655 4,551.000 3,117.594 1,807.061 kBq 
W-181 0.000 500.000 348.592 151.408 kBq 
Tl-204 785.100 0.000 127.017 631.083 kBq 
Bi-207 132.966 0.140 3.024 130.082 kBq 
Po-209 32.899 0.000 0.233 32.676 kBq 
At-210 0.000 4,370.000 4,370.000 0.000 kBq 
Pb-210 97.396 0.000 2.980 94.416 kBq 
At-211 0.000 735.400 735.400 0.000 kBq 
Rn-211 0.000 27.400 27.400 0.000 kBq 
Ra-226 10.950 0.000 0.005 10.945 kBq 
Ac-227 211.754 0.000 6.623 205.131 kBq 
Ra-228 386.630 0.000 43.689 342.941 kBq 
Na- 22 1,299.707 0.000 303.467 996.240 kBq 
Pa-231 1,912.186 0.000 0.040 1,912.146 kBq 
Np-237 1,945.815 0.000 0.000 1,945.815 kBq 
Am-241 1,917.862 0.000 10.904 1,906.958 kBq 
Am-243 19.962 0.000 0.001 19.961 kBq 
Cf-252 0.043 0.000 0.010 0.033 kBq 
P - 32 0.000 83,250.000 77,020.446 6,229.554 kBq 
S - 35 0.000 94,000.000 87,208.163 6,791.837 kBq 
Cl- 36 739.966 0.000 0.002 739.964 kBq 
H-3 709,583.521 12,950.000 77,925.521 644,608.000 kBq 
h-t 44.643 0.000 2.433 42.210 GBq 

Ca-45 4.232 0.000 3.316 0.916 kBq 
*平成 25 年 4月 1日現在の数量 
**平成 26 年 3月 31日現在の数量 

ＲＩ廃棄物引渡し量（平成 25 年 6 月 11 日引渡し） 
廃棄物の種類 容量（Ｌ）・規格 引渡し量 
無機液体 25L・ドラム缶 4 本 
可燃物 50L・ドラム缶 10 本 
難燃物 50L・ドラム缶 62 本 
不燃物 50L・ドラム缶 2 本 
非圧縮性不燃物 50L・ドラム缶 0 本 
焼却型ヘパフィルタ  0Ｌ 
焼却型プレフィルタ  167Ｌ 
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２．	
 教育活動 
２-１ 新規登録者安全講習会 
アイソトープ総合研究施設 
年月日（曜日） 実施場所 備考 
平成25年 
4月15日（月） 

自然科学 1号館 
薬学部プレゼンテーション室 薬学類・創薬科学類 3年 

5月16日（木） アイソトープ総合研究施設会議室 外国人留学生 
5月21日（火） アイソトープ総合研究施設会議室  
5月22日（水） アイソトープ総合研究施設会議室  
5月23日（木） アイソトープ総合研究施設会議室  
5月24日（金） アイソトープ総合研究施設会議室  
8月26日（月） アイソトープ総合研究施設会議室  
9月19日（木） アイソトープ総合研究施設会議室 トレーニングコース受講者 
9月30日（月） アイソトープ総合研究施設会議室 保健学類放射線技術科学専攻 3年 
11月18日（月） アイソトープ総合研究施設会議室 医学類 3年基礎配属学生 
12月2日（月） アイソトープ総合研究施設会議室 保健学類検査技術科学専攻 3年 
12月19日（木） アイソトープ総合研究施設会議室 管理区域立入委託業者 

アイソトープ理工系研究施設 
年月日（曜日） 実施場所 備考 
平成25年 

5月9日（木） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  

5月23日（木） 自然科学 5号館大講義室  
5月27日（月） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  
5月28日（火） 
及び31日（金） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  

２-２ 継続登録者安全講習会 

アイソトープ総合研究施設  
年月日（曜日） 実施場所 備考 
平成25年 
4月 1日（月） アイソトープ総合研究施設会議室 管理区域立入委託業者 

4月15日（月） 自然科学 1号館薬学プレゼンテーション室  
5月13日（月） 十全講堂  
5月14日（火） アイソトープ総合研究施設会議室  
5月15日（水） アイソトープ総合研究施設会議室  
5月16日（木） アイソトープ総合研究施設会議室  
5月17日（金） アイソトープ総合研究施設会議室  
6月28日（金） アイソトープ総合研究施設会議室  
11月18日（月） アイソトープ総合研究施設会議室  

平成26年 
1月 7日（火） アイソトープ総合研究施設会議室  
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アイソトープ理工系研究施設 
年月日（曜日） 実施場所 備考 
平成25年 

3月8日（金） 自然科学研究科大講義棟レクチャーホール  

3月28日（木） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  
3月29日（金） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  
4月1日（月） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  
4月3日（水） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  
4月4日（木） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  
4月5日（金） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  
4月8日（月） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  
4月9日（火） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  
4月10日（水） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  
4月11日（木） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  
4月12日（金） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  
4月15日（水） アイソトープ理工系研究施設文献資料室 講習内容が違う 
4月15日（水） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  
4月16日（火） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  
4月17日（水） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  
4月18日（木） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  
4月19日（金） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  
4月23日（火） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  
4月24日（水） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  
4月30日（水） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  
5月7日（火） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  
5月23日（木） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  
5月29日（水） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  
10月25日（金） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  

平成25年 
2月21日（金） アイソトープ理工系研究施設文献資料室  

２-３ RI 安全取扱基礎講習（実習） 

アイソトープ総合研究施設 
年月日（曜日） 実施場所 備考 
平成25年 
5月21日（火） アイソトープ総合研究施設会議室  
5月22日（水） アイソトープ総合研究施設会議室  
5月23日（木） アイソトープ総合研究施設会議室  
5月24日（金） アイソトープ総合研究施設会議室  

アイソトープ理工系研究施設 
年月日（曜日） 実施場所 備考 
平成25年 

5月9日（木） アイソトープ理工系研究施設  

5月27日（月） アイソトープ理工系研究施設  
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5月30日（木） アイソトープ理工系研究施設  
6月4日（火） アイソトープ理工系研究施設  
6月13日（木） アイソトープ理工系研究施設  
7月16日（火） アイソトープ理工系研究施設  
7月17日（水） アイソトープ理工系研究施設  
7月29日（月） アイソトープ理工系研究施設  

２-４ 学域学生RI 実習 
年月日（曜日） 学域・学類（コース）学年 場  所 
平成25年5月1日（水） 

～5月10日（金） 
医薬保健学域 
薬学類・創薬科学類 3年 RI 総合研究施設実習室 

6月25日（火） 
～7月24日（水） 

理工学域 
物質化学類化学コース 3年 

アイソトープ理工系研究施設 
（6 月 25 日は施設見学） 

9月30日（月） 
      ～11月29日（金） 

医薬保健学域 
保健学類放射線技術科学専攻 3年 RI 総合研究施設実習室 

12月2日（月）, 
 9日 (月)，16日 (月) 

医薬保健学域 
保健学類検査技術科学専攻 3年 RI 総合研究施設実習室 

２-５ 核燃料物質取扱者講習会 

アイソトープ理工系研究施設 
年月日（曜日） 実施場所 備  考 

平成25年3月8日（金） 自然科学研究科大講義棟 レクチャーホール  

4月12日（金） アイソトープ理工系研究施設 文献資料室  

5月29日（水） アイソトープ理工系研究施設 文献資料室  

9月13日（金） アイソトープ理工系研究施設 文献資料室  

２-６ 教育研究用エックス線安全取扱講習会  
年月日（曜日） 実施場所 備考 
平成25年5月1日（水） アイソトープ総合研究施設会議室  

7月19日（金） アイソトープ総合研究施設会議室  
8月1日（木） アイソトープ総合研究施設会議室  
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３．	
 全学的安全管理 
３-１ 放射性同位元素委員会 
平成25年7月30日（火） 第119回放射性同位元素委員会 
平成25年12月18日（水） 第120回放射性同位元素委員会 
平成26年5月27日（火） 第121回放射性同位元素委員会 

３-２ 放射線施設定期立入調査 
平成26年2月18日（火） アイソトープ理工系研究施設， 
平成26年2月28日（金） アイソトープ総合研究施設，医学保健研究域保健学系 
平成26年3月12日（水） 附属病院（金沢先進医学センター含む） 

３-３ 核燃料物質の現物確認及び計量管理 
平成25年6月5日（水）～ 6月6日（木）及び平成25年11月8日（金） 
 
学際科学実験センターアイソトープ理工系研究施設，理工研究域自然システム系，理工研究域
環境デザイン系，環日本海域環境研究センター低レベル放射能実験施設，医薬保健研究域保健
学系，附属病院，医薬保健研究域医学系 

４．	
 社会活動 
４-１ 第 12回北陸地域アイソトープ研究フォーラム 
日時：平成 25 年 5 月 13 日（月） 
場所：十全講堂 
プログラム： 
講演：メディア情報の正しい読み解き方 ─放射能から健康情報まで─ 
 講師 毎日新聞社生活報道部編集委員 小島 正美  
（詳細は「センターの事業」を参照） 

４-２ 小学生・保護者対象の放射線教室 
日時：平成 25 年 6 月 29 日（土） 9：30～14：20 
場所：（財）金沢子ども科学財団 実験室 
対象：小学 5年生～中学生（参加者：10 名） 
プログラム： 
1）飯盛里安博士の生涯と業績について 
2）岩石や鉱石の放射能測定，霧箱の観察，ウランガラスの蛍光の観察，放射線の主な性質 
3）放射線の性質を調べる 
4）いろいろな場所の放射線を測る 
（詳細は「センターの事業」を参照） 
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４-３ 第 24回生命工学トレーニングコース 
「生命科学・RI 利用技術基礎コース」 

日時：平成 25 年 9 月 19 日（木）～20 日（金） 
（詳細は「センターの事業」を参照） 

４-４ 北陸地域アイソトープ研究会 
日時：平成 26 年 3 月 5 日（水） 10：00～12：35 
場所：金沢都ホテル 7階「鳳凰の間」 
プログラム： 
演題 1：がん骨転移の診断・治療を目的とする放射性薬剤の開発研究 

講師 金沢大学医薬保健研究域薬学系 准教授 小川 数馬 
演題 2：最近の放射線安全規制・行政の動向 ─J-PARC 事故等を中心に─ 

講師 高エネルギー加速器研究機構 特別教授 
 J-PARC センター 副センター長 馬場 護 

参加者数：33 人 
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【機器分析研究施設】 

１．	
 平成 25年度利用状況 
機 器 名 機 種 名 使用時間／件数 利用者数 

有機微量元素分析装置 ジェイ・サイエンス・ラボ 
JM10 273時間／545件 64 名 

二重収束質量分析装置(EI & FAB) 日本電子 JMS-700(2) 390時間／584件 60 名 
質量分析装置(DART & ESI, TOF) 日本電子 JMS-T100TD 481時間／1191件 77 名 
誘導結合プラズマ質量分析装置 セイコー電子 SPQ9000型 169時間／128件 16 名 

ガスクロマトグラフ／質量分析計 ヒューレットパッカード HP-5973 35時間/98件 6 名 

核磁気共鳴装置 日本電子 JNM-ECA600 2083時間／5798件 102 名 
核磁気共鳴装置 日本電子 JNM-ECS400 2455時間／12667件 122 名 
試料構造評価装置 島津 XD-D1 540時間／177件 37 名 
単結晶自動Ｘ線回析装置 理学電気 AFC-7S 17時間／3件 1 名 
自動Ｘ線回析装置 理学電気 RINT-2200 1500時間／34件 10 名 
電子プローブマイクロアナライザー 日本電子 JXA-8800R 5256時間／219件 25 名 
電子線マイクロアナライザー 島津 EPMA-1500 0時間／0件＊1 0 名＊1 
走査型トンネル顕微鏡 日本電子 JSTM-4200D 111時間／22件 2 名 
粘弾性特性測定装置 オリエンテック DDV-01FP 30時間／10件 2 名 
円二色性分散計 日本分光 J-820 83時間／37件 10 名 
＊１ 老朽化による装置更新作業のため利用なし 

２．	
 主要活動報告 
平成25年5月23日 NMRユーザーズミーティング開催（82名参加） 
平成25年5月24日 グラジエントシムツールの利用講習会（NMR）開催（4名受講） 
平成25年6月18日,20日 T1測定および NOE測定講習会（NMR）開催（6名受講） 
平成25年6月20日 T1測定および NOE測定講習会（NMR）開催（3名受講） 
平成25年7月9日,11日 多核測定講習会（NMR）開催（11名受講） 
平成25年8月1日 微量試料管を用いた測定講習会（NMR）開催（2名受講） 
平成25年8月29日 51V NMR測定講習会開催（3名受講） 
平成25年9月5日 微量試料管を用いた測定講習会（NMR）開催（5名受講） 
平成25年9月10日,12日 定量 NMR測定講習会開催（8名受講） 
平成25年9月20日 19F NMR測定講習会開催（3名受講） 
平成25年10月17日,22日 二次元測定とデータ処理（NMR）講習会開催（11名受講） 
平成25年11月12日 二次元測定とデータ処理（NMR）講習会開催（6名受講） 
平成25年11月29日 T1測定および NOE測定講習会（NMR）開催（3名受講） 
平成25年12月24日 低温測定講習会（NMR）開催（3名受講） 
平成26年2月3日 多核測定講習会（NMR）開催（3名受講） 
平成26年2月20日,21日 195Pt NMR測定講習会開催（3名受講） 
平成26年3月20日 T1測定および NOE測定講習会（NMR）開催（4名受講） 
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【設備共同利用推進室】 

１．	
 平成 25年度期末における共同利用・共同研究に利用可能として登録
されている設備数 

（取得価 500 万円以上の設備 ＋ 設備管理者から共同利用可能と特に申し出があった 
取得価 100 万円以上の設備） 

部 局 等 設 備 数 
理 工 研 究 域 67 
医 薬 保 健 研 究 域 57 
がん進展制御研究所 8 
学際科学実験センター 59 
そ の 他 11 

合計 202 

２．	
 サポート実績（件数） 
部 局 等 設備サポート マネジメントスタッフ 技術サポートスタッフ 

理 工 研 究 域 18 0 0 
医 薬 保 健 研 究 域 4 0 0 
がん進展制御研究所 0 1 0 
学際科学実験センター 4 4 2 
そ の 他 2 0 0 

合計 28 5 2 
 
  



 

60 

学際科学実験センター利用業績一覧 
（2013年 1月～12月） 

医薬保健研究域・医学系 
1. Adthapanyawanich K, Yamamoto M, Wakayama T, Nakata H, Keattikunpairoj S, Iseki S. Expression and localization of 

receptor protein tyrosine phosphatase b and its ligand pleiotrophin in the submandibular gland of mice. Arch Oral Biol 
2013, 58:181-191. 

2. Arai M, Ikawa Y, Chujo S, Hamaguchi Y, Ishida W, Shirasaki F, Hasegawa M, Mukaida N, Fujimoto M, Takehara K. 
Chemokine receptors CCR2 and CX3CR1 regulate skin fibrosis in the mouse model of cytokine-induced systemic sclerosis. 
J Dermatol Sci. 2013, 69: 250-258 

3. Biswas K, Yoshioka K, Asanuma K, Okamoto Y, Takuwa N, Sasaki T, Takuwa. Y Essential role of class II PI3K-C2 a in 
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